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従来のレベル 3PRA では、距離区分と防護対策設定に基づく評価対象に対する被ばく線量や健康影響の発生

確率等の影響が、計算期間の積算値として示されてきた。積算値による整理からは、影響が大きくなるタイ

ミングに関する情報を得られない。影響が大きくなるタイミングを特定し、リスクの観点から有効な対策を

検討するため、時系列で影響を分析する手法を検討した。 
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1. 緒言 

防護対策等の効果の分析や解析結果への寄与の大きなパラメータの分析につなげるため、レベル 3PRA に

より得られる被ばく線量や健康影響の発生確率等が大きくなる期間を特定したい。影響が大きくなる期間を

特定することは、リスクを低減するための検討を行う観点から有効な手法であると考えられる。 

2. 分析手法の検討 

緊急事態の初期対応段階において、時間の経過とともに増加する影響を、年間の気象データを考慮するレ

ベル 3PRA の手法を用いて分析する方法を検討した。レベル 3PRA コードとして、WinMACCS[1]を用いた。

WinMACCSを用いた通常の解析では影響の経時変化を確認できないため、計算期間を区切った解析を複数回

行うこととした。これにより、結果を時系列で整理した。 

3. 検討の結果 

検討した手法を用いた被ばく線量の経時変化に

ついて、年間の気象を用いて解析した結果を小さい

値から累積したときの 50%と 95%にあたる値を図に

示す。本検討では、3 ループ加圧水型軽水炉におけ

る、中破断冷却材喪失事故時の ECCS注水失敗によ

る過圧破損ケースのソースターム[2]を用いた。また

防護対策として、放出がほぼ終了する約 5日目まで

屋内退避を継続することを仮定した。3 日目から 5

日目にかけて放射性物質の大規模な放出を設定し

ており、この間の実効線量の増加割合が大きいこと

が確認できる。 

被ばく経路別の影響の確認や、ほかの防護対策条件による結果を組み合わせることで、リスクを効果的に

低減するための検討につなげられることを期待できる。 
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図 被ばく線量の経時変化（平均、個人、距離区分 5 から 30 
km、95%値の最終的な実効線量を 1 として正規化） 
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